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 AGH

本PBLプログラムは、毎年2月派遣型で行っているもので、今回は、国際理工学専攻で展開しているAGHとのDDコースに所属し、既
に昨年10月よりAGHに滞在している本学の修士課程年生を交えて行った。参加者総数は23名で、内訳は、本学学生10名とAGH学生
13名である。PBL活動は5グループに分け、各グループ個別の環境エネルギー系（特に、日本とポーランドの間の相違）に関するト
ピックについて進められた。中間プレゼン及び最終プレゼンを行い、1位から3位までを選出した。

 岩塩鉱見学  PBL時  PBL時

2025年02月06日
～2025年02月14日

ポーランド AGHクラクフ大学

機械機能工学科、
機械工学科、
情報工学科

学部1～4年生

（芝浦工業大学）
学生10名、
教員1名、
職員2名

（AGHクラクフ大学）
学生13名、
教員2名

 2024年度グローバルPBL（派遣）実施報告 

クラコフAGH大学でのPBL
実施期間 実施国 共同実施機関 対象 参加者 本学担当教員

画像などコンテンツの無断転載を禁じます。


